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研究成果の概要（和文）：本研究は、習慣的運動および体力・体格が子どもの向社会行動と関わるかを明らかに
することを目的とした。この目的を達成するために、体力・運動能力、体格、実行機能と向社会行動の関係（研
究1）、および習慣的運動、前葉前野血行動態、向社会行動の関係（研究2）を検討した。その結果、幼少期の運
動習慣、体力・体格は向社会行動と関わることが明らかになった。また、実行機能（前頭前野機能）が媒介因子
として働く可能性があるが、その働きは状況依存的に変化することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to elucidate whether regular exercise, physical fitness, 
and body composition are associated with prosocial behavior in children. To achieve this objective, 
we examined the relationship between physical fitness, body composition, executive functions, and 
prosocial behavior (Study 1), as well as the relationship between regular exercise, prefrontal 
cortex hemodynamics, and prosocial behavior (Study 2). The results revealed that regular exercise 
and physical fitness/body composition in childhood are related to prosocial behavior. Furthermore, 
executive functions (prefrontal cortex functions) may act as mediators, but their role appears to be
 context-dependent.

研究分野： 健康・スポーツ科学

キーワード： 身体活動　体力　体格　認知機能　向社会行動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
過去20年の高度な技術発展により、携帯型ゲーム機などの電子メディア機器が子どもの間で急速に普及した。こ
のような環境の変化は、子どもの対面での社会的交流を急激に減少させ、社会性の発達に悪影響を及ぼしている
ことが危惧されている。幼少期の習慣的な運動は認知機能を向上させることが明らかにされているが、社会性と
も関わるのかについては注目されてこなかった。本研究の結果は、幼少期の習慣的な運動は社会性と関わるこ
と、その媒介因子として実行機能（前頭前野機能）が働くを示した。本成果は、学術的新規性が高く、運動が社
会性の向上に効果があることを示唆した点で社会的意義のある成果であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
過去 20年の⾼度な技術発展により、携帯型ゲーム機などの電⼦メディア機器が⼦どもの間で
急速に普及した。このような環境の変化は、⼦どもの対⾯での社会的交流を急激に減少させ、社
会性の発達に悪影響を及ぼしていることが危惧されている。最近のユニセフの報告によると、⽇
本の⼦どもの学⼒は世界でもトップレベル（39 カ国中 5 位）であるのに対し、社会性（友達を
作る⼒）は最下位層（40カ国中 39位）に位置している。よって、社会性の健全な発達に資する
研究は、社会的ニーズの⾼い重要な課題であるとともに、⼦どもの社会性に課題を持つ我が国が
率先して取り組むべきものである。 
これまで、習慣的運動が実⾏機能と呼ばれる前頭前野機能の発達を促すことを明らかにされ
ている（Ishihara et al., 2020）。実⾏機能とは、物事に集中しなければならない時、物事を⾃動的・
直感的に処理することができない時に、脳がトップダウン的に司令を出して思考や⾏動を制御
するプロセスの総称と定義される。実⾏機能は学業や仕事の成功と密接に関わる機能として⻑
い間注⽬を集めてきたが、最近の研究により向社会⾏動（利他⾏動、協⼒⾏動、信頼⾏動など）
の発達とも関わることが明らかにされている（Ishihara et al., 2021）。よって、習慣的運動は実⾏
機能を介して社会性と関わる可能性がある。 
習慣的運動と社会性を繋ぐ実⾏機能以外の媒介因⼦として、オキシトシンの関与が⽰唆され
ている。オキシトシンは神経ペプチドの⼀つであり、安静時の唾液オキシトシン濃度が⼦どもの
向社会⾏動と関わることが報告されている（Fujii et al., 2016）。また、安静時のオキシトシン濃度
は習慣的運動によって上昇する（Irianti et al. 2017）。よって、習慣的運動は安静時の唾液オキシ
トシン濃度を介して社会性と関わる可能性がある。 
本研究は、幼少期の習慣的運動および体⼒・体格が向社会⾏動と関わるかを明らかにすること
を⽬的とした。しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡⼤により、唾液オキシトシンの計測
に⼤幅な遅れが出てしまったため、解析に進むことができなかった。そこで、本報告書では実⾏
機能に着⽬した成果のみを報告する。 
 
２．研究の目的 

 
幼少期の運動習慣、体⼒・体格と社会性の関係およびその媒介因⼦を調べること。 

 
３．研究の方法（研究 1：体力・運動能力、体格、実行機能と向社会行動の関係） 
 
（１）対象者：⼩学 3年⽣から 5年⽣の児童男⼥ 212名を対象とした。 
（２）体⼒・運動能⼒：新体⼒テスト（20mシャトルラン、上体起こし、⽴ち幅跳び、反復横跳

び、握⼒、⻑座体前屈、ボール投げ、50m⾛）を⽤いて体⼒・運動能⼒を測定した。 
（３）体格：⾝⻑と体重から Body Mass Index（BMI）を算出した。 
（４）実⾏機能：フランカー課題を⽤いて実⾏機能を評価した。フランカー課題では、5つの⽮

印（<<<<<、<<><<、>>>>>、>><>>のいずれか）がモニターに提⽰され、中央の⽮印の向
きをボタン押しによって回答する。反応に要した時間と正答率を課題成績として⽤いた。 

（５）向社会⾏動：Social mindfulness (SoMi) paradigm（Van Doesum et al., 2013）を⽤い、向社会
性を測定した。SoMiは、4つのアイテム（例えば、時計など）から、好きなものを 1つ選
択する課題である。対象者は、⾃⾝が選択した後に、他者が残りのアイテムの中から選択
を⾏う場⾯を想定する。提⽰されるアイテムは、3つの同⼀アイテムと 1つの単⼀アイテ
ムから構成された（例えば，3つの⻘りんごと 1つの⾚りんご）。13種類のアイテム（帽
⼦、お菓⼦、ペンなど）を⽤い、26回の選択を⾏わせた。⾃⾝の後にアイテムを選択する
⼦どもに対し、選択肢を残す選択の回数を向社会⾏動の指標として⽤いた。 

（６）統計処理：学年、性別、学校を交絡因⼦として統制した重回帰分析を⽤いた。まず、多数
派選択の回数を⽬的変数、体⼒・運動能⼒、体格を説明変数とした重回帰分析を⾏い、有
意な関連が認められた場合、媒介分析を⽤いてフランカー課題成績の媒介効果を検討した。 

 
４．研究成果（研究 1：体力・運動能力、体格、実行機能と向社会行動の関係） 

 
重回帰分析の結果、多数派選択の回数と 20m シャトルランテストのラップ数（β = 0.25, p = 

0.002）、50m⾛のタイム（β = −0.19, p = 0.02）、および BMI（β = −0.21, p = 0.01）の間に有意な相
関関係が認められた（図 1）。⼀⽅で、フランカー課題成績の媒介効果は認められなかった（ps > 
0.45）。 



 
図 1. 体力・体格と向社会行動の関係 

 
 
仮説通り体⼒・体格と向社会⾏動の間に正の相関関係が認められた⼀⽅で、実⾏機能の媒介効
果は認められなかった。この原因として、①実際に向社会⾏動を⾏なっている際の前頭前野の働
きを調べられていないこと、②向社会⾏動における前頭前野機能の役割は状況依存的であるこ
とが挙げられる。例えば、他者に搾取されるリスクがある状況では前頭前野機能を使って向社会
⾏動を抑えることが⽰唆されている（Yamagishi et al., 2017）。 
これらの課題を解決するために、研究 2では機能的近⾚外線分光法を⽤い、向社会的意思決定
時の前頭前野の⾎⾏動態を計測するとともに、他者から搾取されるリスクのある状況とそうで
ない状況が存在する課題を⽤い、運動習慣と向社会⾏動の関係を検討した。 
 
３．研究の方法（研究 2：習慣的運動、前頭前野血行動態、向社会行動の関係） 
 
新型コロナウイルスの感染拡⼤により、⼦ども同⼠で対⾯で実施する実験が⾏えなかった。そ
のため、⼤学⽣を対象に後ろ向き調査を⾏うことで、幼少期の運動習慣、向社会⾏動、前頭前野
の⾎⾏動態の関係を検討した。 
 
（１）対象者：男⼦⼤学⽣ 40名を対象とした。 
（２）運動習慣：質問紙を⽤いて現在および過去の運動習慣を測定した。 
（３）前頭前野⾎⾏動態：機能的近⾚外分光分析法を⽤いた⼆者同時計測を⾏い、脳内機能結合

および⼆者間の脳活動同期を調べた。 
（４）向社会⾏動：信頼ゲームを⽤い、協⼒⾏動を評価する。信頼ゲームは⼆者で⾏うゲームで

あり、⽚⽅（A）が実験者から受け取ったお⾦のうちいくらを相⼿（B）へ預けるかを決定
する。預けたお⾦は 3倍の額になり Bへ渡される。次に Bは預けられたお⾦を⾃⾝と A
との間でどのように分けるかを決定する。お⾦を預ける際には搾取されるリスクを伴い、
預かったお⾦を分ける際には搾取されるリスクは伴わない。 

（５）実験の⼿順：参加者は来室後、実験の説明、同意書への署名、質問紙への回答を⾏った。
その後、機能的近⾚外分光装置を装着し、以下の統制条件と対⾯条件の計測を対象者間で
ランダムな順番で実施した。 
統制条件： 匿名条件下で 10 分間の安静時脳活動計測および信頼ゲームを実施した。脳

活動計測時には、コンピュータスクリーン上に顔刺激を呈⽰し、その顔と⾒
つめ合うように指⽰した。信頼ゲームを⾏った際には、スクリーン上に呈⽰
された顔刺激の⼈物と⾏っていることを想定させた。 

対⾯条件： 対⾯で 10 分間の脳活動計測および信頼ゲームを実施した。脳活動計測時に
は、相⼿と⾒つめ合うように指⽰した。信頼ゲームを⾏った際には、対⾯し
ている相⼿と⾏っていることを想定させた。 

（６）統計処理：多重正準相関分析を⽤い、運動習慣、向社会⾏動、脳内機能結合、⼆者間脳活
動同期の関係を分析した。 

 
４．研究成果（研究 2：習慣的運動、前頭前野血行動態、向社会行動の関係） 
 
多重正準相関分析の結果、有意なモードが 1つ検出された（相関係数の総和=5.16）。⾼校時代
の運動習慣は⼀貫して正の正準負荷量を⽰した（平均値 = 0.32）。⼀⽅で、⾼校⼊学以前の運動
習慣には⼀貫したパターンが認められなかった（平均値 = 0.01）。信頼ゲームにおける預けた⾦
額は負の正準負荷量を⽰した（平均値 = −0.21）。⼀⽅で、お返しの⾦額は正の正準負荷量を⽰し
（平均値 = 0.17）、預けられた⾦額が増えるにつれてその負荷量は⼤きくなった（R2 = 0.95）。信
頼ゲーム中の脳内機能結合および⼆者間脳活動同期は正の正準負荷量を⽰した（それぞれ平均
値 = 0.08、0.17）。これらの結果は、運動習慣は前頭前野の機能結合および⼆者間脳活動同期を
介し、リスクがある状況での向社会⾏動の抑制およびリスクがない状況での向社会⾏動の亢進

−10

−5

0

5

10

−2 0 2 4
SPRT50m_r

So
M
i_
2_
r

−10

−5

0

5

10

−25 0 25
SR_r

So
M
i_
2_
r

−10

−5

0

5

10

0 5 10
BMI_r

So
M
i_
2_
r

BMI（kg/m2）20m シャトルラン（回） 50m 走（秒）

多
数
派
選
択
の
回
数

多
数
派
選
択
の
回
数
（
回
）

多
数
派
選
択
の
回
数
（
回
）

A CB



と関わることを⽰唆している。 
研究 1、2の結果から、幼少期の運動習慣、体⼒・体格は向社会⾏動と関わることが明らかに
なった。実⾏機能（前頭前野機能）が媒介因⼦として働く可能性があるが、その働きは状況依存
的に変化することが⽰唆された。 
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